
令和３・４年度長崎市教育委員会指定　Frontier GIGA School（FGS）

長崎市立桜馬場中学校　研究発表会

研究資料



全体会の流れ

1

● 研究の概要について　　　　　　　：５分

● 授業研究チームの実践について　　：５分

● 探究心育成チームの実践について　：１０分

● 調査分析チームの実践について　　：５分

● 質疑応答　　　　　　　　　　　　：１５分



１．１年目の研究

2
「GIGAスクール構想の実現へ」文部科学省
https://www.mext.go.jp/content/20200625-mxt_syoto01-000003278_1.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20200625-mxt_syoto01-000003278_1.pdf


１．１年目の研究

3

個別最適な学び

協働的な学び

中央教育審議会答申（令和３年４月２２日）
「令和の日本型学校教育」の構築を目指して

～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～

令和の日本型学校教育



１．１年目の研究

4

何に使えるの？

わざわざ
使わなくても…

得意な人だけ
すればいい

使うのが
とても難しそう

本当に効果が
あるの？



１．１年目の研究

5

使うことを当たり前にする

教科での授業実践 校内研修での協議

欠席者への授業のリモート配信 実践事例集の作成、公表・共有

教師の実践



6PTA主催のChromebook体験会オンデマンド型保護者説明会

生徒会活動（係活動）への活用 生徒会主催のリモート集会の開催

生徒・保護者の実践１．１年目の研究



全体研修

１．１年目の研究

7

GIGA五原則を活用した情報モラル指導

Chromebookを使用する上での
最低限のルールを「見える化」



１．１年目の研究

8

1) 生徒の興味・関心等に応じ、一人一人に応じた学習活動や学習課題に
取り組む機会が提供できる

2) 生徒同士の学び合い、多様な他者と協働した学びが実施できる

１年目の研究を通して見えてきた研究の可能性
１人１台端末を活用することで

3) 支援が必要な生徒に、より重点的で個に応じた指導が実施できる

4) ふるさとの「ひと」「もの」「こと」について考えを深める探究的な
学習を実施し、学校教育目標「国際社会に生きるよき日本人」の具現
化につながる



２．本年度の研究

9

【柱１】
「個別最適な学び」と「協働的な学び」が一体的に充実される

「令和の日本型学校教育」の実現
【柱２】
ふるさとの「ひと」「もの」「こと」について考えを深めさせる

探究的な学習の実施

研究の柱



２．本年度の研究

10

学習したことを実社会に
生かそうとする意欲、

学びに向かう力を
高める

自分のまちを知り、
人を知り、文化や歴史を
誇らしげに語ることが

できる

こんな生徒を育てたい！



２．本年度の研究

１人１人の力を高め、

共によりよく生きようとする生徒の育成

11

令和４年度　長崎市立桜馬場中学校　研究主題

～Chromebookの利活用に夢をのせて～

研究主題



２．本年度の研究

１人１人の力を高め、
共によりよく生きようとする生徒の育成

～Chromebookの利活用に夢をのせて～
【柱２】

総合的な学習の時間における
探究的な学習の実施

探究心育成チーム

【柱１】
教科学習における

個別最適な学び・協働的な学びの実施

授業研究チーム
生徒の変容や研究成果、課題等の調査・検証

調査分析チーム
12

研究組織



２．本年度の研究

13

各教科で学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を
行ってきたか。

約７３％

目標
校内アンケートより

８５％以上

目標とする数値

R4　前期
生　徒



14

各教科で学んだことを生かしながら、思いや考えをもとに新しいも
のを作り出す活動を行ってきたか。

R4　前期 目標

８５％以上約７０％

校内アンケートより

２．本年度の研究 目標とする数値

生　徒



校内アンケートより 15

クロームブックを活用して学習に取り組む意欲や態度が高まったか。

生　徒 教職員

約６７％約８６％

９３％以上 ８０％以上

２．本年度の研究 目標とする数値



授業研究チーム

１．授業研究の視点

２．職員の実態

３．職員研修と授業実践



１．授業研究の視点

17

　指導の個別化　…　一定の目標をすべての
　指導の個別化　…　子供が達成することを目指す
　学習の個性化　…　子供一人一人の興味・関心、キャリア形成の方向性等
　　　　　　　　　   の個々の異なる目標の達成を目指す

（１）個別最適な学び

　《　Chromebookの利活用場面　》

自己内対話（振り返りの入力）、情報の検索、
動画撮影、データの処理、AIドリルの活用、レポート作成



１．授業研究の視点

子供たち同士が教え合い学び合う協働的な学び

　○異なる考えを組み合わせ、よりよい学びへ

　○内容を他者に説明する、それを聞いて、自分の考えを深める・高める

　《　Chromebookの利活用場面　》

意見の整理、思いや考えの深化、共同制作・発表

（２）協働的な学び

18



１．授業研究の視点

19

往還

往還



２．職員の実態

20

《　R４ ４月から７月までのアプリ使用回数は？　》

フォーム

12.5
％

ジャムボード

19％
12.5
％ 0％

アプリの使用頻度が低い

R4.7.15　職員アンケートより

75％ 81％



２．職員の実態

〇どんな場面で使うかがイメージできない
◯やってみたいが、準備する時間がない
〇全てわからない。マンツーマンで習いたい
〇活用事例を多く知りたい
〇ワークシート機能を使ってみたい
〇使わせたときに上手くいかない生徒への対応に時間を取られて　
進度が遅れる(授業が時間内に終わらない)ことが困る
〇教えてもらってもすぐ忘れてしまう 21R4.7.15　職員アンケートより

《　研究を進めるにあたり、困っていることは？　》



３．職員研修と授業実践

22

（１）職員研修

（２）研究授業

（３）実践事例集の作成



独自マニュアルを作成

３．職員研修と授業実践 （１）職員研修（アプリの使い方・７月）

23



24すごろくトーキング 小テストの作成

３．職員研修と授業実践 （１）職員研修（アプリの使い方・７月）



　授業での活用場面の検討 (R4.7.21)

３．職員研修と授業実践　（１）職員研修（教科部会・８月）

教師同士が支え合い、協働的に学んだ”夏”
25



①校内研究授業
●　全員参観
●　授業後に研究協議

②ミニ授業
●　指導案を簡略化
●　手軽に授業、気軽に参観

26

３．職員研修と授業実践　（２）研究授業

全職員が研究授業を実施 Chromebookの利活用に
焦点化



ふさわしい場所へ付箋を動かす
27

気体の性質と集め方(１年理科)

性質を付箋に書く

３．職員研修と授業実践　（２）研究授業



  パフォーマンスを録画・
  録音する 28

リズムアンサンブル(３年音楽)

客観的に聴く、見る
ことで工夫を重ねる

３．職員研修と授業実践　（２）研究授業



29

３．職員研修と授業実践　（２）研究授業

　塩むすび(３年道徳)

アンケート結果の共有



議決の仕方の公正さについて付
箋を座標軸の場所に貼り付ける 30

民主主義の政治の特徴(３年社会)

多数決の問題点について
意見を出し合う

３．職員研修と授業実践　（２）研究授業



研究協議

３．職員研修と授業実践　（２）研究授業

ジャムボードを活用した
協働的な教師の学び

31



研究協議

３．職員研修と授業実践　（２）研究授業

32



研究協議

３．職員研修と授業実践　（２）研究授業

「協働的な学び」

「個別最適な学び」

33



①実践事例集

３．職員研修と授業実践　（３）実践事例集の作成

配付資料 34



②事例集で紹介したテンプレートファイル提供

必ずコピーして使用を！

【テンプレートファイルの保存先】
　共有ドライブ　
>　全職員共有
>　05_GIGAスクール
>　01_ﾌﾛﾝﾃｨｱGIGAスクール指定校
>　j03桜馬場中
>　R04実践事例集テンプレート

35

３．職員研修と授業実践　（３）実践事例集の作成



探究心育成チーム

１．Chromebookを活用した探究的な学習

２．探究心育成チームの取組

３．生徒の声



これまでの総合的な学習の時間の在り方

情報（地域）
データベース

教師

生徒 生徒

１．Chromebookを活用した探究的な学習

37

地域の
ひと・もの・こと



理想とする総合的な学習の時間の在り方

情報（地域）
データベース

教師

生徒 生徒

協働 協働

協働

個別

個別

個別

１．Chromebookを活用した探究的な学習

38

地域の
ひと・もの・こと



１．Chromebookを活用した探究的な学習

＜効果的に探究的な学習を進めるための取組＞

①　ジャムボードを用いた思考の整理

②　スプレッドシートを用いた振り返り

思考ツール

振り返り　　　
シート

39



１．Chromebookを活用した探究的な学習

桜馬場中学校　総合的な学習の時間　全体テーマ
　「つなげよう！桜プライド！～桜を愛し、桜を知り、桜を届ける～」

１年生
『#SAKULOVERS～さくらをさるく』
桜馬場地区や長崎の「ひと」「もの」
「こと」に関心を持ち、身近なものへ
の関心を高め、その良さを再認識し、
誇りをもつ。

２年生
『桜を知ろう』

桜馬場地区の“働くこと・
働くひと”の思いに触れ、
未来の桜について考える

３年生
『桜中のファンを増やそう』

桜中生として、地域貢献の方法を
模索し、地域とのつながりの価値
を見いだす 40



３年生テーマ
桜中のファンを
　　　増やそう！
～地域と「つながる」　　　　　　
幸せ届け隊～

　桜中生として、地域
貢献の方法を模索し、
地域とつながる価値を
追究する 

学習計画（計15時間）

①  ②  ③  ④  ⑤ 

２．探究心育成チームの取組

41



42

バタフライチャート
を用いて、思考を広
げていく

２．探究心育成チームの取組

協働 
友達の意見を参考
に、自分の考えを
深めていく

個別 納得解 

①　導入場面
探究学習のオリエンテーションを実施。「部活動の地域移行の是非」について考えを共有してい
く中で、自分なりの納得解を導き出す。



②　課題設定場面　　桜馬場地区の「魅力と課題」を出し合っていく中で、「自分たちに　　　　　　　　　　
できるアイディア」を出して、実践課題を設定。

２．探究心育成チームの取組

43



③　情報収集場面
　自分たちの考えをもとに地域の方と意見交流会を開催。アイデアが広がった。

２．探究心育成チームの取組

【付せんの種類】

44



④　整理分析場面　　地域の方との意見交流会を受け、活動計画をスライドでまとめ、実践。

２．探究心育成チームの取組

45



④　整理分析場面　　生徒の柔軟なChromebookの利活用

２．探究心育成チームの取組

地元のお祭りについての　　　　　　　
意識調査

●フォーム

フリマーケットで
出品する販売価格の協議

●スプレッドシート

地域PR動画に導入する
　　ナレーションの撮影

●音声録音機能
46



⑥　まとめ・表現場面　　リモートにて活動報告会の実施。
　　　　　　　　　　　　最後は、振り返りを活用してまとめの時間を設けた。

２．探究心育成チームの取組

振り返りを入力し、リアルタイムで共有 

47



⑥　まとめ・表現場面　　スプレッドシートの振り返りを活用

①今日の学び
　　　　　の整理

48

②協働的な学びで
　　　得た気づき

③主体的に学びに
　　　向かう態度

２．探究心育成チームの取組

※生徒一人一人のシートを作成



２　各学年の取組【１年生】1年生テーマ
「桜を愛そう」 
#SAKULOVERS～
さくらをさるく～
　　　　（計15時間）

桜馬場地区や長崎の
「ひと」「もの」「こ
と」に関心を持ち、身
近なものへの関心を高
め、その良さを再認識
し、誇りをもつ。

学習計画

２．探究心育成チームの取組

49



課題設定場面　イメージマップを用いたジャムボードで「長崎の魅力」を視点別　　　　　　　
に分類していきました。

２．探究心育成チームの取組

1年生テーマ　「桜を愛そう」 #SAKULOVERS～さくらをさるく～

50



情報収集場面　「さくらさるく」を実施。桜馬場地区を歩き、写真を撮って、ク　　　　　　　
ラスルームで共有し、発表資料作りに使いました

２．探究心育成チームの取組

1年生テーマ　「桜を愛そう」 #SAKULOVERS～さくらをさるく～

51



２年生テーマ
「桜を知ろう」 
～キャリア教育と
の結びつき～
　　　　（計25時間）
桜馬場地区の“働くこ
と・働くひと”の思い
に触れ、未来の桜につ
いて考える 

学習計画

２．探究心育成チームの取組

52



課題設定場面　　「桜馬場地区の魅力」をイメージマップにまとめる

２．探究心育成チームの取組

２年生テーマ「桜を知ろう」～キャリア教育との結びつき～ 

自由に記述させる イメージマップにまとめる 53



情報収集場面　　事前学習で、フィッシュボーンを使って質問内容を整理

桜馬場校区で働く人に
職業インタビュー

２．探究心育成チームの取組
２年生テーマ「桜を知ろう」～キャリア教育との結びつき～ 

54



みんなと共有していたの
で、友だちの進み具合や考
えが分かった。迷った時に
参考にできた。

皆で意見交換したジャムボード
は、後から見返すことができた
ので、自分の意見をゆっくり考
えることができた。

ジャムボードを使う
ことで、自分やみん
なの意見をすぐに共
有できたことがとて
も良かった。

前の時間の振り返
りがわかるので、
前回とは違った感
想、振り返りが書
けた。

３．生徒の声

Chromebookを利活用した生徒の感想

55



　正解がない｢探究学習」だからこそ、本音で語り、人の
意見をよく聞く良い機会となりました。
　予測困難な時代を生きる私達にとって、自分の考えを
持つことは私達の強みになると思います。

３．生徒の声

地域学習を終えた生徒の感想

　地域のために、大人も子供も関係なく、一緒に話し、
真剣に考え、活動を楽しむことが、桜中の｢国際社会に生
きるよき日本人」という学校教育目標につながると実感
した。

56



調査分析チーム

１．アンケート結果の分析

２．研究のまとめ



１．アンケート結果の分析　　　　　　　　　

１人１人の力を高め、

共によりよく生きようとする生徒の育成

58

令和４年度　長崎市立桜馬場中学校　研究主題

～Chromebookの利活用に夢をのせて～

①

②



１．アンケート結果の分析（成果）　  ①１人１人の力を高め

59

 クロームブックを使うようになって自分のペースで学習を進められるよう
になったと感じたか？

校内アンケートR4　前期 R4　後期

 ＋５％

約７８％ 約８３％



学習でわからないことがあったときに、どのように解決しようと考えるか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）

R4
前期

R4
後期

★

★

＋１５％

校内アンケート 60

１．アンケート結果の分析（成果）　  ①１人１人の力を高め



61

  各教科で学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を
  行ってきたか。

約９０％約７３％

＋１７％
校内アンケートR4　前期 R4　後期

１．アンケート結果の分析（成果）　  ①１人１人の力を高め



62

  各教科で学んだことを生かしながら、思いや考えをもとに新しいものを
  作り出す活動を行ってきたか。

約８３％約７０％

校内アンケート

＋１３％
R4　前期 R4　後期

１．アンケート結果の分析（成果）　  ①１人１人の力を高め



63

  クロームブックを使うようになって友達と協働できるようになったと
  感じたか？

校内アンケート

約８０％ 約９６％

＋１６％
R4　前期 R4　後期

１．アンケート結果の分析（成果） ②共によりよく生きよう



64

地域や社会をよりよくするために何をすべきか考えることはあるか？

校内アンケート

約７９％約６２％

＋１７％

R4　前期 R4　後期

１．アンケート結果の分析（成果） ②共によりよく生きよう



クロームブックを使ってよかったことや、役に立った場面

● スライドでのレポートなど紙よりも修正がしやすかった。

● スライドを共有することで意見交換がしやすかった。

● みんなの意見が一つのシートにまとまるから見やすかった。

● 今までは言葉だけで話し合っていたことがパソコンを使うことによっ
て、素早く簡潔に残すことができるし後で見返すこともできた。
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１．アンケート結果の分析（成果）　　　　　　　生徒の声



１．アンケート結果の分析（成果）　　　　　　　生徒の声

クロームブックを使用した授業で、特に印象に残っている授業と内容

66

● 英語：ドキュメントの音声入力を使ったこと

● 数学：円周角の定理を利用した証明でスライドを使用したこと

● 社会：みんなと意見交換のためにジャムボードを使用したこと　 など

ドキュメントの音声入力　　　　　　　　　　　意見交換の場面



クロームブックを使用した授業で、特に印象に残っている授業と内容

１．アンケート結果の分析（成果）　　　　　　　生徒の声
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１．アンケート結果の分析（課題）

学校評価アンケート　　１年生 ３年生

R3
2月

R4
12月

約９７％ 約９９％

クロームブックを活用して学習に取り組む意欲や態度が高まったか。

約９０％ 減少
２年生
約９０％
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１．アンケート結果の分析（課題）

２年生 ３年生

R3
2月

R4
12月

約９７％ 約９９％

約９０％ 約９０％

授業で使う頻度の増加

Chromebookのツール化

クロームブックを活用して学習に取り組む意欲や態度が高まったか。
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使用⇨利活用へ意識の変化



１．アンケート結果の分析（課題）
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  クロームブックを活用して学習に取り組む意欲や態度が高まったか。

約６７％ 約７４％

教 師

  ＋７％
学校評価アンケート　　

R4　前期 R4　後期



１．アンケート結果（課題）　　　　　　　　　教師の声

● 知識や技術がなくて、作りたい教材がつくれないこと（作
るのに、とても時間がかかること）

● 使いたい、使わなきゃとは思うが、どの場面に使えばいい
かもっと考えないといけない。

● もう少し時間がほしい。まだまだ研修が必要だと感じる。
● 手軽だが、私の能力では今以上の活用ができない。
● 自分たちで自由に資料に共有をかけるなど、子どもたちが

使いこなすスピードは教師よりも早く、学びに意欲的な姿
勢が見られた。
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２．研究のまとめ

①全職員による実践事例の蓄積

②探究的な学び（地域学習）を実施し、
　地域への想いを高めることができた

③協働的な学びのよさを実感
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⇒すべての教職員が協議

⇒教え合い活動、スライドの共有など



２．研究のまとめ

今後の展望
①自律した学習者の育成

②教師のスキルアップ

③環境整備

⇒カリキュラムマネジメント、AIドリルの活用

⇒教材研究、職員研修、授業実践の蓄積

⇒ICT支援員の活用、教員への１人１台端末の整備
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ご清聴ありがとうございました。
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質 疑 応 答



質疑応答
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総合のカリキュラムや取組についてと合わせて、道徳３５時
間の計画など教えていただければ、と思います。また、桜馬
場中学校での道徳評価についてお聞きしたいです。

● 道徳の計画については、学年ごとに重点項目を決め、教科
書の学習内容を中心に取り組んでいます。

● 道徳の評価については、毎時間の生徒の感想をクラスルー
ムの質問やスプレッドシート（心のものさし）で集約し、
生徒の変容を見取り、評価に生かしています。
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授業前に入力

授業後に入力
授業後に感想を入力

級友の感想を閲覧



質疑応答
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中学１年スタート時点で、小学校でどのようなICT機器につい
ての知識・技能・活用スキルを習得していることを期待して
いますか。

● ローマ字表を見ずにキーボード入力ができるように、タイ
ピング技能を習得していると、中学校の学習にスムーズに
入れると思います。

● 情報モラル（写真を無断でネット上に掲載しない・悪口を
書き込まない　など）を十分にご指導いただけると助かり
ます。


